
「大分市救急医療電話相談事業（#７１１９）」 が１０月１日(火)からスタートします 

  

 大分市救急医療電話相談事業（#７１１９）が、１０月１日（火）午後７時からスタートします。 

 救急医療機関の受診の適正化や市民が安心して相談できる機会の提供などにつなげていきます。 

  

１．大分市救急医療電話相談事業（#７１１９）とは 

  急な体調不良やケガで、「すぐに病院に行くべきか」や「救急車を呼ぶべきか」など判断に迷ったと

きに、＃７１１９に電話をすれば、看護師等からアドバイスを受けることができます。 

  

２．専用電話番号  #７１１９（ＩＰ電話などからは０９７－５３２－７１１９） 

  

３．相 談 料  無料（通話料は相談者負担） 

  

４．受 付 時 間  平 日・土曜日 午後７時～翌朝 午前８時 

         日曜日・祝 日 午前８時～翌朝 午前８時 

  

５．対象エリア  大分市内全域 

  

６．相 談 内 容 

 すぐに病院に行ったほうがよいか（受診の必要性に関するアドバイス） 

 救急車を呼ぶべきか（症状に基づく緊急性のアドバイス） 

 どこの病院へ行けばよいか（医療機関案内） 

  

７．事業の効果 

  救急車の適正利用に加えて、夜間・休日など医療機関休診時の医療ニーズの受け皿として寄与する

とともに、救急医療機関の受診の適正化が図られるなどの効果が期待され、市民が安心して相談でき

る機会の提供につながる。 
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